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要　　　約

　水の物理的な特性に視点を置いた ASD 児に対する水中運動プログラムを考案し，水中運動教室を
実践した．水中運動教室は28細目から構成され，そのうち15細目は水中運動プログラムである．ASD
児の身体活動を支援する動作をプログラム化した．プログラムの特徴は，平衡性と社会性の向上を意
図した動作とした．細目サーキットの水中平均台は平衡性，細目自由遊びは社会性を意図した．教室
全体を通して開始と終了を明確化させることに注力した．本実践研究は ASD 児の水泳を通した療育
に水中運動の概念を取り入れた20年間の実践記録である．

教育・実践研究
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１．はじめに
　自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder:
以下 ASD）は，対人関係が苦手，強いこだわりといっ
た特徴を持つ発達障害の1つである．先行研究1）は，
自閉症児に対する水泳指導がバランス能，敏捷性，
柔軟性の向上に寄与し，他の先行研究2）は対人関係
の改善社会性の向上の可能性を報告した．このよう
な背景から水中環境を活用した水中運動が自閉スペ
クトラム症児（以下 ASD 児と略す）の身体的能力
と社会性の向上に寄与すると予測した．
　これまでの先行研究から水泳・水中運動は，
ASD 児に対する身体的能力と社会性に関する総合
的なアプローチを可能にすると考えられる3）．水中
環境は，筋の緊張が軽減し，身体バランスを保持し
やすいことから基本的な運動能力の習得が可能にな
る4）．浮力は体重を軽減する5）．粘性は水平方向の
左右・前後姿勢の姿勢保持を可能にする6）．我々は，
このような水の物理的な特性に視点を置いた水中運
動プログラムを ASD 児の視覚優位という特性7）に
基づき考案し，水中運動教室を実践した．開催にあ
たり旭川荘児童院およびバンビの家から ASD 児の
療育に関するアドバイスを得た8）．
　2000年1月から川崎医療福祉大学の温水プールに
て水中運動教室を開始した．2020年3月まで継続し
た9,10）．2020年4月以降は新型コロナ感染症予防の観
点から開催を自粛した．水中運動教室は，20年間に
253回開催し，参加者は2,106人（延べ人数），スタッ
フは3803名（延べ人数）であった．対象児の年齢は，
小学1年生から高校3年生までであった．参加期間は
任意であり，参加回数に制限は設けていなかった．
本報告は，以上の実践を通して構築した水中運動プ
ログラムと水中運動教室の運営に関する実践研究報
告である．始めの挨拶・準備運動から整理運動・終
わりの挨拶までを水中運動プログラム（以下プログ
ラムと略す）と定義した．会場設営から会場撤去／
反省会までを水中運動教室（以下教室と略す）と定
義した．

２．使用施設の環境等
　川崎医療福祉大の温水プール（7コース，水深
150cm 〜170cm）を使用した．通称赤台（横：
100cm，縦：200cm，高：40cm）を設置し，水深
を50cm 〜100cm に調整した．水温と室温は概ね
30℃，湿度は概ね80% であった．教室の開催は , 午
前10時30分から12時までの90分間であった．開催に
あたりプールの設営，更衣室の清掃，通路の安全確
保，案内表示の設置等を行う．プールサイドスタッ
フは，プールサイドにある目に付く備品等を全て倉

庫に収納し，収納できないものについてはブルー
シートで覆った．

３．教室の全体像
　図1に開始の打ち合わせ・会場設営に始まり，プ
ログラムの実施，会場撤去・反省会に至る教室の全
体像を示した．教室は28細目から構成され，そのう
ち⑨シャワー・プールサイドへの移動から�終了挨
拶までの15細目は水中運動プログラムである．
　当日の打ち合わせ・会場設営・看板の設置を経て
駐車場の入口で毎回同じ人物が毎回同じ看板を持っ
て出迎える．このことで ASD 児は，「今日は教室
だ」（この看板と人物を見て）と認識する．認識ス
イッチのオンオフが，ASD 児の当日プログラムへ
の参加意欲を左右する．スタッフと一緒に当日の参
加シールを個人カードに貼る．受付の後に ASD 児
と保護者を別室（剣道場）に案内し，自由時間とする．
この時間にスタッフが行動観察する．スタッフは，
いつもと違う行動の有無，その日の健康状態が良好
であるかどうか，パニック的な行動の有無など，危
険回避に結び付く情報を得るために観察を行う．い
つもと違う行動などが観察された場合には，保護者
に確認をする．同時に保護者から体調，排尿・排便
の有無を聞き取り，排尿・排便を促す．この対応に
よりプログラム実施中の排尿・排便の危機を回避す
ることができる．更衣室に移動する．着替えは，ス
タッフが支援する．ASD児の着替えペースを見守る．

４．プログラムの流れ
４－１．プログラムへの導入
　プログラムは，図1に示したシャワー・プールサ
イドへの移動から整理体操・終わりの挨拶まである．
本プログラムの特色は，プログラムに保護者が参加
する点にある．保護者の役割は，スタッフや他の参
加児との交流（社会性）の懸け橋になることである．
　保護者と参加児は，プールサイドに移動し，自分
のビート板に着席する．保護者はすぐ後ろに着席す
る．ここでのポイントは，自分のビート板を見て自
分の座る位置を認識することにある．スタッフは毎
回同じ位置に個々人のビート板を配置する．主指導
者はひとり一人と目を合わせて名前を呼び，開始の
挨拶である「これから始めます」を大きな声で伝え
る．始まりと終わりをはっきり伝えることが ASD
児にとって見通しある取り組みとなり，安心感を高
める．
４－２．準備体操
　準備体操は，ASD 児が苦手とする身体の動きを
支援する動作（身体図形認知（首のストレッチ），
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図１　水中運動教室の流れ
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空間認知（手をあげて背伸び），微細な運動（指折り），
交互運動（床を交互に叩く），姿勢づくり（ジャンプ），
正中交線（上肢の○・×））から構成した10）．ASD
児は，主指導者のリード（ミラーイメージ動作）で
模倣する．主指導者の動作が大きければ ASD 児の
動きも大きくなる．ASD 児が模倣能力を習得する
ことが目標である．
　次に主指導者の「入りましょう」の声かけでプー
ルへ入る．ここでのポイントは保護者が先に入り，
優しく下肢から上肢に水をかけ，両手でプールに迎
えることにある．主指導者の「脈拍を取りましょう」
の声がけで保護者が脈拍を数える．ここでのポイン
トは，ASD 児の目を大きな時計に向けさせること
にある．このことによって時計の針が10秒動くのを
じっと見ることができ，じっと立つこともできる．
脈拍数からその日の体調（落ち着き具合）も予測で
きる．
４－３．自由遊び
　主指導者の「遊びましょう」の声かけで保護者・
スタッフ・仲間（自分以外の ASD 児）と一緒に
ASD児は自由に水遊びをする．自由遊びの目標は，
遊びを通したコミュニケーション能力の向上にあ
る．ここでのポイントは，スタッフが ASD 児と保
護者の組み合わせから，別の ASD 児と保護者の組
みと交流するように誘導することにある．
４－４．サーキット
　主指導者の「サーキットをしましょう」の声かけ
で滑り台の前に並ぶ．この時の対応のポイントは，
フラフープの輪を並べ，その中に一人ずつ入るよう
にすることにある．この工夫によって，ASD児は，
自分の順番がわかり，見通しを持って取り組むこと
ができる．スタッフが滑り台から玉入れまでの見本
を示す．その理由は模倣の視覚的な見本を効果的に
活用するためである．サーキットは，7種目（滑り
台・フラフープ潜り・水中平均台・浮島渡り・ボー
ルキャッチ・ボール投げ）から構成された10）．
　サーキット種目選びのポイントは姿勢づくりの種
目をたくさん入れることにある．なぜなら ASD 児
は，平均台歩きのような平衡性を保持する姿勢づく
りが苦手だからである．プールに平均台を沈めるこ
とにより姿勢制御支援に水の粘性抵抗を活用する．
ASD 児は，姿勢制御が緩やかに習得できる．平均
台 L 字型（2台使用）は，姿勢の平衡性を保ちなが
ら方向転換という学習課題である．ここでのポイン
トは，スタッフが手をとって方向転換を支援するこ
とにある．回数を重ねると自分でできるようになる．
４－５．平泳ぎストローク練習
　主指導者は視覚優位を活用し，「平泳ぎストロー

ク；腕かき」の見本を見せる．ここでの対応のポイ
ントは，プールの中では腕の動きが見えないので水
の上に腕を出して見本を見せることにある．ASD
児は，平泳ぎの腕かきが左右対称の動作のため模倣
しやすい傾向にある．小さな動きから大きなスト
ロークに少しずつ広げていく．続けてスタッフは横
に並んで水の中に手を入れて見本を見せ，模倣を促
す．ここにトイレ休憩を置く．
４－６．個別活動・グループ活動
　主指導者の「ペンギンさん（泳げる児者）とイル
カさん（初心者）になりましょう」の声かけで2つ
のグループに分かれ，指定した場所に集合する．こ
こでの対応のポイントは，指定する集合場所を必ず
同じ場所にすることにある．ASD 児は，パターン
認識が得意なので「同じパターン」にすれば行動（プ
ログラム）を円滑に導く手立てになる．
　主指導者の声かけで腰掛けキックとロングビート
板キックを行う．キックの目標は，交互に動かす動
作（交互作用）の習得にある．ロングビート板の目
標は浮く姿勢づくりの習得にある．顔つけは，水の
恐怖心の除去，ボール吹きは，息を吐く行為を水圧
のかかる環境で行うため呼吸器系の向上に寄与す
る．だるま浮き・伏し浮き・背浮きなどの指導のポ
イントは，たくさんの浮く姿勢づくりを体験させ，
水に対する恐怖心を取り除くことにある．
４－７．水中ダンス
　主指導者が「音楽に合わせて踊りましょう」と声
かけし，曲（狼なんてこわくない）のリズムを取り
ながら保護者もスタッフも一緒に踊る．水中ダンス
は，20種類の動作から構成された10）．模倣能力の向
上と陸上では困難な姿勢（例えば飛行機バランスな
ど）の獲得を目標にする．指導のポイントは，対象
児が模倣しやすいようにミラーイメージの振り付け
（左右が逆）の見本踊りをすることにある．準備体
操に示した ASD 児が苦手とする身体の動きを支援
する動作を水中で行うところに水中ダンスの意義が
ある．主指導者の「脈拍を取りましょう」の声かけ
に合わせて保護者が子の脈拍を数える．対応のポイ
ントは運動後の測定なので親が確実に脈拍を捉える
ことができるようにすることにある．二・三・四指
を揃えて子の手首掌側の橈骨動脈を軽く圧迫すれば
脈拍を取れることを説明する．
４－８．整理体操
　主指導者の「プールから上がりましょう」の声が
けに合わせてスタッフは滑り台やロングビート板な
どに張り付く．ここでのポイントは，これらの用具
を使ってプールから上がろうとする行為からの危険
を回避することにある．
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　主指導者の「体操をしましょう」の声がけに合わ
せて保護者やスタッフが ASD 児の前に立つ．ここ
でのポイントは，保護者やスタッフの動きがミラー
イメージになるように動作することにある．
４－９．終わりの挨拶
　主指導者の「これで終わります」の声がけから，
ひと呼吸あけてスタッフ全員で「さようなら」と声
を出す．ここでのポイントは，これでプログラムが
終わることをはっきりASD児に伝えることにある．
このことにより ASD 児は，スムーズに着替えに移
ることができる．着替えのポイントはASD児のペー
スを守ることにある．
　主指導者が受付で「さようなら，バイバイ」と声
かけする．ポイントは必ず人数を数えて全員の退出
を確認することにある．主指導者は，保護者に再度
排尿排便など体調チェックと水分・糖分補給を促す．
スタッフは，駐車場まで一緒に歩く．駐車場を出る
時いつも同じスタッフが声をかけて手を振る．この
ことで各自の次のプログラム（ランチ）がスタート
できる．その後全員で会場の撤去（赤台上げ）と反
省会を行う．反省会は，参加児一人一人のプログラ
ムの様子を振り返り，記録する．

５．運営体制
　教室の体制は，4つの部門（マネジメント・プロ
グラム・リスク管理・研究）から構成された．マネ
ジメント部門は，主指導者1名，サブリーダー各1名
（水中とプールサイド），水中スタッフ5名，プー
ルサイドスタッフ5名からなる指導体制を決定し，

教室全体を運営する．マネジメント部門の主な役割
は，役割分担の明確化，年間スケジュールの調整，
備品等の事前準備とその確認にある．プログラム部
門は，プログラムの立案と修正を行う．プログラム
の修正は，プールに入れるが顔付けには難があるな
どの個々人に対応した微調整である．リスク管理部
門の主な役割は，陸上スタッフの評価と水中スタッ
フ間の評価の確認にある．両者にズレがあれば反省
会で擦り合わせる．これにより次回の声掛けや見本
のタイミングを修正できる．スタッフは，情報の共
有によって個々の ASD 児のプログラム支援が可能
となる．リスク管理部門の一番の役割は，参加児の
体調管理である．当日保護者から睡眠や排泄等の日
常生活の様子を聞き取り，スタッフ間で共有する．
研究部門の主な役割は，インフォームド・コンセン
トとインフォームド・アセントへの対応である．保
護者へ教室の開催趣旨を説明し，参加の同意を保護
者と共有する．

６．終わりに
　本実践研究報告は，ASD 児の水中運動に関する
20年間の実践記録である．水泳を通した療育に水中
運動の概念を療育に取り入れた点に特色がある．実
践記録は，運動プログラムと ASD 児の行動を結び
つける多くのポイントを見出した9-12）．これらのこ
とは，携わる指導者の運動プログラムの理解とポイ
ントの認識が ASD 児の身体機能や社会性を緩やか
に向上させる手立てになることを示唆する．

倫理的配慮
　対象は，ADS 症と診断された小学1年生（7歳）から高校3年生（18歳）までの児童生徒であった．参加の保護者に教
室の目的，個人情報の保護，データの目的外使用の禁止などを説明し，書面にて教室への参加の同意を得た．教室は研
究を行うことが一義的な目的ではなく，実践のエビデンスの積み重ねを蓄積し，成果が得られれば公表することを説明
した．
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Abstract

　An aqua exercise program for children with autism spectrum disorder (ASD) was devised that focused on the 
physical properties of water. This program was implemented in an aqua exercise class. The aqua exercise class 
consisted of 28 items, 15 of which were aqua exercise programs. All items were programmed movements to support 
the physical activity of children with ASD. The aquatic balance beam in the circuit training component targeted 
balance, while the free play segment aimed to improve social skills. Throughout the entire class, emphasis was 
placed on clearly defining the start and end points. This practical research document represents 20 years of practice 
incorporating aquatic exercise concepts into therapeutic education for children with ASD through swimming.
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